
猫
を
待
つ

　
　
　

キ
ク
チ
イ
サ
オ
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人
物

清
野
明
子
（
18
）　

高
校
三
年
生

渡
部
未
咲
（
18
）　

高
校
三
年
生

天
野
俊
二
（
18
）　

高
校
三
年
生

美
原
楓
（
28
）　

音
楽
教
諭

日
比
野
智
子
（
28
）　

養
護
教
諭

山
羊
髭
の
店
主
（
68
）　

レ
コ
ー
ド
店
店
主
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○
街
ビ
ル
の
陰
に
あ
る
自
販
機
の
前

ゴ
ト
ン
、
と
缶
が
取
出
口
に
落
ち
る
。

清
野
明
子
（
18
）
、
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
ス
ー

プ
の
缶
を
取
り
出
す
。
高
校
の
制
服
姿
に
、

目
深
に
ニ
ッ
ト
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。

○
飲
食
店
の
並
ぶ
細
い
通
り

水
商
売
の
店
の
看
板
が
並
ん
で
い
る
。
お
し

ぼ
り
業
者
の
お
っ
ち
ゃ
ん
が
車
の
荷
物
を
ス

ナ
ッ
ク
の
店
内
に
運
び
込
ん
で
い
る
。

明
子
、
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
を
ち
び
ち
び
飲
ん

で
温
ま
り
な
が
ら
歩
い
て
く
る
。
通
り
し
な

に
、
ド
ア
の
開
い
て
い
る
ス
ナ
ッ
ク
の
店
内

に
な
ん
と
な
く
目
を
や
る
。

マ
マ
ら
し
き
中
年
女
性
と
お
し
ぼ
り
業
者
の

お
っ
ち
ゃ
ん
が
談
笑
し
て
い
る
。

マ
マ
、
タ
バ
コ
の
け
む
り
を
細
く
吐
き
な
が

ら
、
チ
ラ
ッ
と
目
を
向
け
る
。

明
子
、
サ
ッ
と
目
を
戻
し
て
、
足
を
速
め
る
。
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○
中
古
レ
コ
ー
ド
店
・
外

街
ビ
ル
の
並
び
に
あ
る
年
季
の
入
っ
た
店
。

『
レ
コ
ー
ド
買
い
ま
す
』
『
中
古
Ｃ
Ｄ
一
割

引
』
な
ど
の
色
褪
せ
た
貼
紙
の
中
に
、
最
近

書
い
た
ば
か
り
の
『
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
』
の

貼
紙
。

○
同
・
店
内

明
子
、
レ
ジ
横
の
椅
子
に
座
っ
て
、
そ
わ
そ

わ
と
店
内
を
見
回
し
て
い
る
。

客
は
い
な
い
。
品
揃
え
に
こ
だ
わ
り
は
な
く
、

過
去
に
流
行
っ
た
Ｃ
Ｄ
や
レ
コ
ー
ド
が
適
当

に
並
ん
で
い
る
。
商
売
っ
気
は
な
い
。

山
羊
髭
の
店
主
（
68
）
、
店
の
奥
か
ら
出
て

く
る
。
派
手
な
ニ
ッ
ト
帽
を
頭
に
乗
せ
、
缶

コ
ー
ヒ
ー
を
二
つ
持
っ
て
い
る
。

店
主
「
ど
っ
ち
が
い
い
？　

甘
い
の
と
苦
い
の
」

明
子
「
あ
。
大
丈
夫
で
す
」

店
主
「
若
い
人
は
飲
ま
な
い
か
。
コ
ー
ヒ
ー
は
」

明
子
「
い
や
。
…
…
じ
ゃ
あ
甘
い
の
で
」
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店
主
「
ほ
い
（
と
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
手
渡
す
）
」

明
子
「
い
た
だ
き
ま
す
（
と
椅
子
か
ら
少
し
腰
を
浮

か
せ
て
、
両
手
で
受
け
取
る
）
」

店
主
、
椅
子
に
座
っ
て
、
に
ん
ま
り
す
る
。

店
主
「
採
用
」

明
子
「
え
っ
？
」

店
主
「
乾
杯
し
ま
し
ょ
う
」

明
子
「
あ
…
…
は
い
」

二
人
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
開
け
て
、
乾
杯
す
る
。

店
主
、
一
口
飲
む
。
明
子
、
そ
れ
を
見
て
、

一
口
。
店
主
、
そ
の
後
も
黙
っ
た
ま
ま
、
の

ん
び
り
と
飲
み
続
け
る
。
明
子
、
戸
惑
い
な

が
ら
、
ふ
と
思
い
出
し
て
、
バ
ッ
グ
か
ら
履

歴
書
を
取
り
出
す
。

明
子
「
あ
の
、
こ
れ
、
履
歴
書
で
す
」

店
主
「
ん
？　

あ
ぁ
、
大
丈
夫
よ
、
も
う
」

明
子
「
…
…
は
い
」

店
主
「
最
近
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
っ
て
、
よ
く
出
来
て
る

よ
ね
。
ち
ゃ
ん
と
コ
ー
ヒ
ー
だ
よ
ね
」

明
子
、
履
歴
書
を
し
ま
い
な
が
ら
、
じ
わ
り
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と
頬
が
ゆ
る
ん
で
く
る
。

ぐ
っ
と
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。
店
主
の
か
ぶ
っ

て
い
る
派
手
な
ニ
ッ
ト
帽
に
目
が
行
く
。
ふ

と
気
が
つ
い
て
、
自
分
の
ニ
ッ
ト
帽
を
取
る
。

短
く
切
り
過
ぎ
た
前
髪
を
気
に
し
て
、
サ
サ

ッ
と
い
じ
る
。

店
主
「
平
日
の
午
前
中
な
ん
だ
け
ど
大
丈
夫
？
」

明
子
「
は
い
」

店
主
「
高
校
生
で
し
ょ
？
」

明
子
「
大
丈
夫
で
す
」

店
主
「
ダ
メ
よ
、
学
校
休
ん
じ
ゃ
」

明
子
「
三
学
期
は
ほ
と
ん
ど
お
休
み
な
の
で
。
み
ん

な
家
で
受
験
勉
強
す
る
か
ら
」

店
主
「
あ
あ
、
そ
う
な
の
」

明
子
「
私
は
受
験
し
な
い
の
で
」

店
主
「
就
職
す
る
の
？
」

明
子
「
は
い
。
就
活
中
で
す
」

店
主
「
大
変
だ
ね
。
あ
。
あ
た
し
の
知
っ
て
る
所
で

ね
、
募
集
し
て
ま
す
よ
。
何
人
か
」

明
子
「
そ
う
で
す
か
」
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店
主
「
事
務
員
だ
っ
た
か
な
、
小
さ
な
印
刷
会
社
の
。

嫌
だ
よ
ね
ぇ
、
そ
ん
な
の
」

明
子
「
い
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
」

店
主
「
そ
う
？　

そ
の
気
が
あ
る
な
ら
話
し
て
み
ま

し
ょ
う
か
。
知
っ
て
る
人
だ
か
ら
ね
、
悪
い
人
じ
ゃ

な
い
よ
」

明
子
「
は
い
」

と
、
少
し
笑
っ
た
ま
ま
、
頬
が
こ
わ
ば
る
。

缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
も
う
と
し
て
、
や
め
る
。

○
高
校
・
三
年
生
教
室
・
中

黒
板
に
『
就
職
講
座
』
と
書
か
れ
て
い
る
。

十
人
ほ
ど
の
生
徒
が
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
席
に

座
り
、
机
に
顔
を
落
と
し
て
い
る
。
真
面
目

に
書
い
て
い
る
生
徒
、
や
る
気
な
く
コ
ソ
コ

ソ
喋
っ
て
い
る
生
徒
、
居
眠
り
し
て
い
る
生

徒
。

渡
部
未
咲
（
18
）
、
窓
辺
の
席
に
座
っ
て
、

メ
ガ
ネ
を
ふ
い
て
い
る
。
メ
ガ
ネ
を
か
け
な

お
し
て
、
窓
の
外
を
見
る
。
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日
当
た
り
の
良
い
ベ
ン
チ
が
見
え
る
。

未
咲
、
頬
杖
を
つ
い
て
ベ
ン
チ
を
見
て
い
る
。

ベ
ン
チ
に
は
誰
も
い
な
い
。
下
校
す
る
生
徒

た
ち
が
ベ
ン
チ
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

未
咲
、
メ
ガ
ネ
を
外
し
て
、
机
の
用
紙
に
目

を
落
と
す
。

『
就
職
希
望
者
用
面
接
練
習
シ
ー
ト
』
。
長

所
、
短
所
、
希
望
の
職
種
…
…
空
欄
の
ま
ま

ペ
ン
の
先
が
素
通
り
し
て
い
く
。
高
校
生
活

の
思
い
出
を
書
く
欄
で
ペ
ン
が
止
ま
る
。

○
走
る
電
車
・
車
窓
（
過
去
・
晩
秋
の
あ
る
日
）

静
か
な
ギ
タ
ー
の
音
色
。
曇
天
に
鈍
く
光
る

海
が
流
れ
て
い
く
。

○
高
校
・
保
健
室
・
中

オ
レ
ン
ジ
色
の
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー
。

美
原
楓
（
28
）
、
椅
子
に
浅
く
腰
掛
け
、
素

足
を
ヒ
ー
タ
ー
に
向
け
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
揺
ら

し
て
い
る
。
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日
比
野
智
子
（
28
）
、
楓
の
後
に
立
ち
、
楓

の
長
い
髪
を
止
め
て
い
る
ヘ
ア
ピ
ン
を
一
つ

ず
つ
外
す
。

色
の
違
う
ヘ
ア
ピ
ン
を
、
机
の
上
に
き
れ
い

に
並
べ
て
ゆ
く
。

最
後
に
ヘ
ア
ゴ
ム
を
ほ
ど
く
。
長
い
黒
髪
が

す
と
ん
と
背
中
に
落
ち
る
。

智
子
、
楓
の
顔
を
の
ぞ
き
込
む
。
い
た
ず
ら

の
よ
う
に
笑
顔
を
見
せ
る
。

楓
「
な
ん
で
笑
う
の
」

智
子
「
だ
っ
て
、
美
原
先
生
が
髪
を
解
く
と
（
と
机

か
ら
櫛
と
雑
誌
を
取
り
な
が
ら
）
ほ
ら
、
何
だ
っ

け
ア
レ
」

楓
「
ア
レ
？
」

智
子
「
…
…
お
化
け
の
…
…
髪
の
長
い
」

楓
「
…
…
？
」

智
子
「
テ
レ
ビ
の
中
か
ら
さ
、
ず
る
ず
る
っ
と
出
て

来
る
や
つ
。
四
つ
ん
這
い
で
」

楓
「
…
…
な
に
そ
れ
？
」

智
子
「
い
た
で
し
ょ
」
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楓
「
知
ら
な
い
」

智
子
、
櫛
で
楓
の
髪
を
梳
き
始
め
る
。
楓
、

あ
く
び
を
し
な
が
ら
髪
を
預
け
る
。

智
子
「
一
緒
に
見
た
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

楓
「
映
画
？
」

智
子
「
そ
う
。
恐
が
り
の
く
せ
に
見
た
い
見
た
い
言

う
か
ら
さ
。
私
だ
っ
て
、
あ
ん
ま
り
得
意
じ
ゃ
な

い
の
に
」

楓
「
…
…
（
目
を
閉
じ
て
い
る
）
」

智
子
「
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
ジ
ュ
ー
ス
こ
ぼ
し
た
で
し
ょ
」

楓
「
…
…
」

智
子
「
染
み
残
っ
て
ん
だ
よ
ね
、
ま
だ
」

窓
辺
の
テ
ー
ブ
ル
の
、
二
客
の
テ
ィ
ー
カ
ッ

プ
か
ら
糸
の
よ
う
な
湯
気
が
立
っ
て
い
る
。

楓
、
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
。

智
子
、
雑
誌
を
め
く
り
、
目
印
を
つ
け
て
お

い
た
ペ
ー
ジ
を
開
く
。

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
の
カ
タ
ロ
グ
が
載
っ
て
い
る
。

智
子
「
ド
レ
ス
で
し
ょ
」

楓
「
…
…
ん
？　

う
ん
」
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智
子
、
雑
誌
を
参
考
に
し
な
が
ら
楓
の
髪
を

結
い
始
め
る
。

智
子
「
上
で
ま
と
め
る
よ
り
さ
、
高
め
に
ひ
と
つ
に

結
っ
て
、
こ
う
や
っ
て
、
背
中
に
垂
ら
し
た
方
が

絶
対
い
い
」

楓
「
…
…
」

智
子
「
せ
っ
か
く
長
い
ん
だ
し
。
…
…
。
当
日
は
プ

ロ
の
人
が
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
け

ど
」

楓
「
切
ろ
っ
か
な
ぁ
…
…
ば
っ
さ
り
」

智
子
「
え
っ
（
と
手
を
止
め
る
）
」

楓
「
面
倒
な
ん
だ
よ
ね
。
何
か
と
」

智
子
「
ダ
メ
」

楓
「
な
ん
で
？
」

智
子
「
ダ
メ
」

楓
、
小
さ
く
咳
を
す
る
。

智
子
、
加
湿
器
の
用
意
を
始
め
る
。

智
子
「
ち
ょ
っ
と
換
気
す
る
か
。
窓
開
け
て
」

智
子
の
背
後
で
窓
を
開
け
る
音
。

楓
オ
フ
「
日
比
野
先
生
」
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智
子
、
楓
の
方
を
振
り
向
く
。

楓
、
裸
足
の
ま
ま
窓
辺
に
立
ち
、
外
の
冷
え

た
空
気
に
白
い
息
を
吐
い
て
い
る
。

楓
「
（
智
子
に
笑
い
か
け
て
）
ヒ
ツ
ジ
」

智
子
、
笑
顔
に
な
り
か
け
た
の
を
隠
す
よ
う

に
楓
に
背
中
を
向
け
る
。

○
同
・
三
年
生
教
室
・
中

窓
か
ら
誰
も
い
な
い
ベ
ン
チ
が
見
え
る
。

未
咲
、
一
人
教
室
に
残
り
、
ベ
ン
チ
を
見
て

い
る
。
と
、
ド
ア
の
開
く
音
。
驚
い
て
見
返

る
。

天
野
俊
二
（
18
）
、
土
ま
み
れ
の
ラ
グ
ビ
ー

部
の
練
習
着
で
教
室
に
駆
け
込
ん
で
く
る
。

俊
二
「
ビ
ッ
ク
リ
し
た
ぁ
」

未
咲
「
私
も
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」

俊
二
、
ロ
ッ
カ
ー
へ
行
く
。
ば
ん
創
膏
や
ら

テ
ー
ピ
ン
グ
や
ら
を
引
っ
ぱ
り
出
し
、
床
に

座
る
。
未
咲
、
俊
二
の
近
く
に
来
て
、
机
の

上
に
座
っ
て
何
と
な
く
見
て
い
る
。
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俊
二
、
未
咲
を
ち
ら
ち
ら
気
に
し
な
が
ら
、

右
手
の
指
先
に
テ
ー
ピ
ン
グ
を
巻
き
付
け
る
。

や
り
に
く
そ
う
に
し
て
い
る
。

未
咲
「
手
伝
う
？
」

俊
二
「
い
い
」

未
咲
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
頼
め
ば
？
」

俊
二
「
怪
我
し
た
の
が
バ
レ
る
」

未
咲
「
ふ
ぅ
ん
（
と
俊
二
の
足
を
見
る
）
」

土
ま
み
れ
の
足
は
、
が
ち
が
ち
に
鍛
え
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

未
咲
「
す
ご
い
ね
、
足
。
筋
肉
」

俊
二
「
そ
う
で
も
ね
え
よ
」

未
咲
、
ス
カ
ー
ト
を
少
し
上
げ
て
、
生
っ
白

い
自
分
の
足
と
見
比
べ
る
。

俊
二
、
未
咲
の
足
が
目
に
入
っ
て
、
目
を
そ

ら
す
。

未
咲
「
ラ
グ
ビ
ー
部
っ
て
、
ま
だ
引
退
し
な
い
ん
だ
」

俊
二
「
え
？
」

未
咲
「
引
退
し
な
い
の
？
」

俊
二
「
負
け
た
ら
、
引
退
」
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と
テ
ー
プ
を
歯
で
切
り
、
さ
っ
さ
と
片
付
け

て
ロ
ッ
カ
ー
に
放
り
込
み
、
教
室
を
出
て
行

こ
う
と
す
る
。

未
咲
「
急
ぐ
？
」

俊
二
「
う
ん
。
便
所
行
く
か
ら
」

未
咲
「
私
っ
て
さ
、
ど
ん
な
感
じ
？
」

俊
二
「
何
が
？
」

未
咲
「
性
格
と
か
。
長
所
と
か
短
所
と
か
」

俊
二
「
な
に
そ
れ
？
」

未
咲
「
面
接
で
聞
か
れ
る
っ
て
」

俊
二
「
就
職
す
ん
の
？
」

未
咲
「
う
ん
。
私
っ
て
、
ど
う
か
な
」

俊
二
、
答
え
に
困
っ
て
、
指
の
テ
ー
ピ
ン
グ

を
は
が
し
て
、
強
く
巻
き
直
す
。

未
咲
「
…
…
だ
よ
ね
」

俊
二
「
な
ん
だ
よ
」

未
咲
「
い
い
。
部
活
頑
張
っ
て
」

俊
二
、
指
先
の
テ
ー
ピ
ン
グ
を
い
つ
ま
で
も

こ
そ
こ
そ
い
じ
っ
て
い
る
。
未
咲
に
向
き
直

る
。
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未
咲
、
席
に
戻
っ
て
、
帰
り
支
度
を
始
め
て

い
る
。
携
帯
電
話
を
見
て
い
る
。

俊
二
、
走
っ
て
出
て
行
く
。

○
同
・
保
健
室
・
中

ノ
ッ
ク
。
ド
ア
が
ゆ
っ
く
り
開
く
。
未
咲
、

顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

未
咲
「
失
礼
し
ま
す
（
と
、
中
に
入
る
）
」

誰
も
い
な
い
。

窓
辺
の
テ
ー
ブ
ル
に
二
客
の
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ

が
あ
る
。
一
つ
は
空
で
、
も
う
一
つ
は
紅
茶

が
少
し
残
っ
て
い
て
、
縁
に
う
す
く
口
紅
の

跡
が
残
っ
て
い
る
。

未
咲
、
間
仕
切
り
の
カ
ー
テ
ン
が
閉
ま
っ
て

い
る
ベ
ッ
ド
に
行
く
。
カ
ー
テ
ン
を
指
先
で

突
っ
つ
く
。

未
咲
「
せ
い
ち
ゃ
ん
」

明
子
の
声
「
渡
部
」

未
咲
、
カ
ー
テ
ン
の
中
に
入
る
。

明
子
、
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
目
を
閉
じ
て
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い
る
。

未
咲
「
前
髪
切
っ
た
？
」

明
子
「
自
分
で
切
っ
た
。
切
り
す
ぎ
た
」

未
咲
「
学
校
サ
ボ
っ
た
罰
だ
」

と
、
ベ
ッ
ド
の
端
に
ぼ
ん
と
座
る
。
鞄
か
ら

就
職
希
望
者
用
面
接
練
習
シ
ー
ト
を
取
り
出

す
。

未
咲
「
も
ら
っ
と
い
た
」

明
子
「
（
ち
ら
っ
と
見
て
）
い
ら
ね
」

未
咲
、
明
子
の
顔
の
上
に
練
習
シ
ー
ト
を
置

く
。
明
子
、
ふ
っ
と
息
で
吹
き
飛
ば
す
。
未

咲
、
明
子
の
お
腹
を
ぽ
ん
と
小
突
く
。
練
習

シ
ー
ト
を
拾
っ
て
折
り
畳
み
、
明
子
の
ブ
レ

ザ
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
突
っ
込
む
。

明
子
「
な
ん
て
呼
べ
ば
い
い
の
か
な
」

未
咲
「
な
に
が
？
」

明
子
「
美
原
先
生
の
こ
と
」

未
咲
「
学
校
辞
め
る
ん
で
し
ょ
」

未
咲
、
明
子
の
膝
の
上
辺
り
に
、
ぽ
ん
と
仰

向
け
に
な
る
。
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明
子
「
結
婚
だ
よ
。
楓
ち
ゃ
ん
が
」

未
咲
「
お
め
で
た
い
じ
ゃ
ん
」

明
子
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
と
か
さ
れ
た
の
か
な
。
全
然
想

像
つ
か
な
い
よ
ね
」

未
咲
「
あ
あ
見
え
て
意
外
と
考
え
て
ん
だ
よ
。
将
来

設
計
？　

と
か
。
わ
か
ん
な
い
け
ど
」

明
子
、
体
を
起
こ
す
。

明
子
「
カ
ー
テ
ン
開
け
て
」

未
咲
、
ベ
ッ
ド
を
立
つ
。

明
子
「
考
え
て
る
？
」

未
咲
「
わ
か
ん
な
い
」

明
子
「
考
え
て
る
か
ど
う
か
、
は
わ
か
る
で
し
ょ
」

未
咲
「
…
…
。
わ
か
ん
な
い
」

明
子
「
私
も
」

未
咲
、
間
仕
切
り
の
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
。

明
子
「
紅
茶
の
匂
い
が
す
る
」

未
咲
「
高
校
の
思
い
出
っ
て
あ
る
？
」

明
子
「
何
で
？
」

未
咲
「
就
職
の
面
接
で
聞
か
れ
る
っ
て
」

二
人
、
少
し
黙
る
。
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明
子
「
別
に
な
い
ね
」

未
咲
「
私
も
」

二
人
と
も
無
意
識
に
窓
の
外
に
顔
が
向
く
。

○
走
る
電
車
・
車
窓
（
過
去
・
晩
秋
の
あ
る
日
）

静
か
な
ギ
タ
ー
の
音
色
。
曇
天
に
鈍
く
光
る

海
が
流
れ
て
行
く
。

○
人
の
い
な
い
砂
浜

オ
レ
ン
ジ
色
の
カ
イ
ト
が
ぽ
つ
ん
と
空
に
浮

か
ん
で
い
る
。

明
子
、
カ
イ
ト
の
糸
を
持
っ
て
い
る
。
未
咲
、

メ
ガ
ネ
を
か
け
て
、
カ
イ
ト
を
見
上
げ
て
い

る
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
カ
イ
ト
は
、
薄
曇
り
の
空
の

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
こ
ろ
で
、
ゆ
ら
ゆ
ら

と
浮
か
ん
で
い
る
。

明
子
、
未
咲
と
も
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
カ
イ

ト
と
そ
の
向
こ
う
の
空
を
、
た
だ
ぼ
ん
や
り

と
見
上
げ
て
い
る
。
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砂
浜
に
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
ス
ー
プ
の
空
缶
が

二
つ
刺
さ
っ
て
い
る
。

明
子
、
未
咲
に
カ
イ
ト
の
糸
を
渡
す
。
明
子

も
手
伝
っ
て
、
二
人
で
糸
を
伸
ば
し
て
い
く
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
カ
イ
ト
が
、
少
し
高
い
と
こ

ろ
に
浮
か
ん
で
い
る
。

静
か
な
ギ
タ
ー
の
音
色
が
続
い
て
い
る
。

○
高
校
・
音
楽
室
・
中

楓
、
窓
辺
に
座
っ
て
ギ
タ
ー
を
爪
弾
く
。

智
子
、
肩
越
し
に
ギ
タ
ー
を
聴
き
な
が
ら
、

黒
板
を
き
れ
い
に
消
し
て
い
る
。

楓
、
弾
く
の
を
や
め
る
。

楓
「
パ
ス
タ
。
こ
の
間
作
っ
て
く
れ
た
」

智
子
「
え
？
」

楓
「
あ
れ
美
味
し
か
っ
た
な
」

智
子
「
な
ん
だ
っ
け
？
」

楓
「
美
味
し
か
っ
た
」

智
子
「
あ
ぁ
。
ア
ン
チ
ョ
ビ
の
や
つ
」

楓
「
日
曜
日
、
行
っ
て
い
い
？
」
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智
子
「
（
返
事
を
し
か
け
て
）
…
…
」

楓
「
ち
ょ
っ
と
さ
。
ね
。
い
い
？
」

智
子
「
…
…
。
自
分
で
作
ん
な
よ
。
簡
単
だ
か
ら
」

楓
「
料
理
じ
ゃ
な
く
て
。
ち
ょ
っ
と
」

智
子
、
き
れ
い
に
な
っ
た
黒
板
を
見
渡
し
て
、

ピ
ア
ノ
の
椅
子
に
座
る
。

智
子
「
料
理
し
た
り
買
物
し
た
り
、
掃
除
し
た
り
す

る
の
か
。
…
…
想
像
で
き
な
い
よ
ね
」

楓
、
ひ
と
つ
笑
っ
て
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
ギ
タ
ー

を
爪
弾
く
。

智
子
「
い
や
、
絶
対
無
理
で
し
ょ
。
な
ん
か
、
笑
っ

ち
ゃ
う
も
ん
」

楓
「
（
黙
っ
て
、
笑
う
）
」

智
子
「
そ
う
そ
う
。
無
理
だ
よ
。
笑
っ
ち
ゃ
う
」

楓
「
（
笑
っ
て
、
ギ
タ
ー
を
弾
き
続
け
る
）
」

智
子
「
そ
の
う
ち
子
供
と
か
で
き
た
ら
さ
、
母
親
だ

よ
。
母
親
。
お
母
さ
ん
。
無
理
。
ど
っ
ち
が
子
供

か
、
わ
か
ん
な
い
じ
ゃ
ん
」

楓
「
（
ギ
タ
ー
を
弾
き
続
け
る
）
」

智
子
「
結
婚
な
ん
か
や
め
ち
ゃ
え
」
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楓
「
や
め
ち
ゃ
う
か
」

智
子
、
声
を
出
し
て
笑
う
。

楓
、
智
子
が
笑
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
同
じ

よ
う
に
笑
っ
て
見
せ
る
。

＊　
　

＊　
　

＊

し
ん
と
し
て
い
る
。
明
子
、
ド
ア
を
開
け
て

入
っ
て
来
る
。
思
わ
ず
立
ち
止
ま
る
。

楓
、
ひ
と
り
ピ
ア
ノ
の
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。

こ
ち
ら
に
背
中
を
向
け
、
窓
の
方
を
向
い
て

い
る
。
肩
越
し
に
ち
ら
っ
と
振
り
返
る
。

楓
「
あ
ぁ
。
来
た
」

明
子
「
…
…
誰
か
と
思
っ
た
」

楓
「
ど
う
し
て
？
」

明
子
「
髪
」

楓
「
う
ん
」

明
子
「
め
ず
ら
し
い
で
す
ね
」

楓
「
家
じ
ゃ
い
つ
も
こ
う
だ
よ
」

明
子
「
い
や
、
部
活
に
来
る
な
ん
て
」

と
、
奥
の
準
備
室
へ
向
か
う
。
窓
辺
に
楓
の

ギ
タ
ー
が
置
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
。
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準
備
室
に
入
り
、
自
分
の
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス
を

持
っ
て
、
出
て
く
る
。

楓
、
黙
っ
て
窓
の
方
を
向
い
て
い
る
。

明
子
「
失
礼
し
ま
す
」

楓
「
帰
る
の
？
」

明
子
「
は
い
。
ギ
タ
ー
、
取
り
に
来
た
だ
け
な
の
で
」

楓
「
や
っ
て
け
ば
？
」

明
子
「
も
う
引
退
し
た
か
ら
」

楓
「
誰
も
来
な
い
ん
だ
け
ど
」

明
子
「
来
な
い
で
す
よ
。
後
輩
、
み
ん
な
幽
霊
部
員

だ
か
ら
」

楓
「
そ
う
な
の
？　

な
ん
だ
」

と
、
や
っ
ぱ
り
黙
っ
て
窓
の
方
を
向
い
て
い

る
。

明
子
「
あ
の
」

楓
「
ん
？
」

明
子
「
ギ
タ
ー
部
っ
て
ど
う
な
る
ん
で
す
か
？
」

楓
「
何
が
？
」

明
子
「
顧
問
は
？
」

楓
「
う
ー
ん
…
…
わ
か
ん
な
い
。
誰
か
や
る
ん
じ
ゃ
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な
い
の
？
」

明
子
「
適
当
」

楓
「
行
き
ま
し
ょ
。
鍵
閉
め
な
き
ゃ
」

二
人
、
出
て
い
こ
う
と
す
る
。

明
子
「
先
生
。
ギ
タ
ー
」

楓
「
あ
」楓

、
窓
辺
に
置
き
っ
ぱ
な
し
の
ギ
タ
ー
を
取

り
に
戻
る
。

明
子
「
苗
字
、
変
わ
る
ん
で
し
ょ
？
」

楓
「
う
ん
」

明
子
「
ど
ん
な
感
じ
で
す
か
？
」

楓
「
う
ー
ん
…
…
別
に
」

明
子
「
変
え
な
く
て
も
い
い
ん
で
し
ょ
？
」

楓
「
そ
う
な
の
？
」

明
子
「
う
う
ん
。
知
ら
な
い
け
ど
」

楓
、
ギ
タ
ー
を
ケ
ー
ス
に
し
ま
う
。

明
子
「
子
供
が
産
ま
れ
た
ら
、
ど
っ
ち
の
苗
字
に
す

る
の
か
な
？
」

楓
「
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
ね
」

明
子
「
な
ん
に
も
知
ら
な
い
ん
で
す
ね
」
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楓
「
知
ら
な
い
よ
」

と
、
自
分
の
お
腹
を
さ
す
り
な
が
ら
、

楓
「
お
ー
い
。
君
は
ど
っ
ち
が
い
い
ん
だ
？
」

明
子
「
え
っ
？
」

楓
、
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
、
出
て
い
こ

う
と
す
る
。
明
子
、
突
っ
立
っ
た
ま
ま
。

楓
「
ギ
タ
ー
、
続
け
る
の
？
」

明
子
「
え
っ
？　

い
や
、
別
に
」

楓
「
続
け
な
。
ね
？
」

明
子
「
…
…
。
は
い
」

と
、
楓
に
続
く
。
が
、
す
ぐ
立
ち
止
ま
る
。

楓
、
察
し
て
、
自
分
の
お
腹
を
さ
す
る
。

楓
「
誰
に
も
言
わ
な
い
で
ね
」

明
子
、
嬉
し
そ
う
に
拍
手
を
す
る
。

明
子
「
（
満
面
の
笑
み
で
）
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」

楓
、
目
を
丸
く
す
る
。

楓
「
…
…
び
っ
く
り
し
た
」

明
子
「
え
っ
、
な
ん
で
？
」

楓
「
だ
っ
て
…
…
」
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明
子
「
（
に
っ
こ
り
し
て
拍
手
す
る
）
」

楓
、
続
い
て
明
子
、
音
楽
室
を
出
て
い
く
。

楓
、
ド
ア
の
鍵
を
閉
め
て
、
行
く
。

○
同
・
外
の
ベ
ン
チ

未
咲
、
人
待
ち
顔
で
座
っ
て
い
る
。
ク
リ
ー

ム
コ
ー
ン
ス
ー
プ
の
缶
を
二
つ
、
手
の
ひ
ら

の
中
で
転
が
し
て
い
る
。
缶
を
両
の
頬
へ
当

て
る
。

俊
二
、
未
咲
が
向
い
て
い
る
の
と
反
対
の
方

か
ら
走
っ
て
く
る
。
部
活
を
抜
け
出
し
た
様

子
で
、
未
咲
の
前
に
立
っ
て
、
息
を
切
ら
せ

て
い
る
。

未
咲
、
何
事
と
思
っ
て
、
身
を
強
張
ら
せ
て

い
る
。

俊
二
、
な
ん
と
か
呼
吸
を
落
ち
着
か
せ
よ
う

と
す
る
。
鼻
の
穴
に
詰
め
込
ん
だ
ち
り
紙
に
、

鼻
血
が
染
み
て
い
く
。

未
咲
「
…
…
大
丈
夫
？
」

俊
二
「
う
ん
（
と
指
の
テ
ー
ピ
ン
グ
を
見
せ
る
）
」
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未
咲
「
う
う
ん
。
鼻
」

俊
二
「
あ
の
さ
」

未
咲
「
え
っ
」

俊
二
「
…
…
」

未
咲
「
…
…
ど
う
し
た
の
？
」

俊
二
「
試
合
、
見
に
来
て
く
ん
な
い
か
な
」

未
咲
「
…
…
試
合
？
」

俊
二
「
引
退
試
合
」

未
咲
「
負
け
た
ら
、
で
し
ょ
」

俊
二
「
す
げ
え
強
え
ん
だ
よ
」

未
咲
「
そ
う
な
の
？
」

俊
二
「
一
八
〇
の
百
キ
ロ
、
で
東
部
選
抜
。
俺
の
対

面
」

未
咲
「
ふ
ー
ん
。
…
…
熱
っ
」

と
、
両
の
頬
に
当
て
て
い
た
缶
を
落
と
し
そ

う
に
な
る
。

俊
二
、
鼻
呼
吸
を
し
て
い
る
と
、
ぽ
ろ
っ
と

鼻
に
詰
め
込
ん
だ
ち
り
紙
が
落
ち
る
。
鼻
血

が
た
れ
て
く
る
。

未
咲
、
慌
て
て
バ
ッ
グ
を
漁
っ
て
、
ち
り
紙
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を
取
り
出
す
。
鼻
栓
用
に
丸
め
て
、
俊
二
に

手
渡
す
。

俊
二
「
す
ん
ま
せ
ん
」

と
、
鼻
に
詰
め
込
む
。
落
と
し
た
ち
り
紙
を

拾
う
。
ば
つ
が
悪
そ
う
に
未
咲
か
ら
顔
を
そ

む
け
て
、
そ
の
ま
ま
逃
げ
る
よ
う
に
行
こ
う

と
す
る
。

未
咲
、
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
ス
ー
プ
の
缶
を
差

し
出
す
。

未
咲
「
あ
げ
る
」

俊
二
、
思
わ
ず
缶
を
受
け
取
る
。
そ
の
場
に

い
ら
れ
ず
、
ち
ょ
こ
ん
と
頭
を
下
げ
て
、
歩

い
て
い
く
。

未
咲
「
…
…
あ
っ
、
試
合
っ
て
ど
こ
で
や
る
…
…
」

俊
二
、
聞
こ
え
ず
、
走
っ
て
い
く
。

未
咲
、
俊
二
を
見
送
る
。
バ
ッ
グ
か
ら
メ
ガ

ネ
を
取
り
出
し
、
か
け
る
。

明
子
、
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
二
人
の
や
り
取

り
を
見
て
い
る
。
自
分
の
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス
と
、

楓
の
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
い
る
。

27 / 31



未
咲
、
頬
の
あ
た
り
を
手
の
ひ
ら
で
ぱ
た
ぱ

た
あ
お
い
で
い
る
。
明
子
、
素
知
ら
ぬ
顔
で

来
る
。

明
子
「
待
た
せ
た
な
」

未
咲
「
う
う
ん
」

明
子
、
未
咲
の
と
な
り
に
座
る
。
財
布
を
取

り
出
し
て
、
未
咲
に
小
銭
を
手
渡
す
。

未
咲
「
な
に
？　

…
…
あ
っ
、
そ
っ
か
」

と
、
コ
ー
ン
ス
ー
プ
の
缶
を
手
渡
す
。
明
子
、

一
口
飲
む
。

未
咲
「
私
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
。
寒
か
っ
た
か
ら
」

明
子
、
ぐ
い
ぐ
い
と
あ
お
っ
て
、
一
気
に
飲

み
干
す
。

明
子
「
ギ
タ
ー
、
い
る
？
」

未
咲
「
え
？
」

明
子
「
（
楓
の
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
）
美
原
先

生
が
く
れ
た
」

未
咲
「
う
そ
」

明
子
「
い
ら
な
い
か
ら
、
あ
げ
る
」

未
咲
「
ギ
タ
ー
っ
て
、
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
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明
子
「
高
い
よ
」

未
咲
「
い
ら
な
い
」

明
子
「
（
ケ
ー
ス
を
開
け
て
ギ
タ
ー
を
取
り
出
す
）
」

未
咲
「
返
し
て
く
れ
ば
？
」

明
子
「
も
ら
え
ま
せ
ん
っ
て
何
回
も
言
っ
た
の
に
さ
、

受
け
取
っ
て
く
れ
っ
て
。
だ
っ
て
、
泣
き
そ
う
な

顔
し
て
ん
だ
も
ん
」

未
咲
「
美
原
先
生
が
？
」

明
子
「
う
ん
」

と
、
ギ
タ
ー
を
未
咲
に
持
た
せ
て
、
ピ
ッ
ク

を
手
渡
す
。
コ
ー
ド
を
押
さ
え
る
。

明
子
「
弾
い
て
み
？
」

未
咲
、
適
当
に
弾
い
て
み
る
。

未
咲
「
お
っ
」

明
子
「
き
れ
い
に
出
た
」

明
子
、
コ
ー
ド
を
変
え
る
。
未
咲
、
弾
き
続

け
る
。
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。

明
子
「
ね
ぇ
」

未
咲
「
ん
？
」

明
子
「
な
ん
で
メ
ガ
ネ
か
け
て
ん
の
？
」
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未
咲
「
メ
ガ
ネ
？
」

明
子
「
う
ん
」

未
咲
「
…
…
あ
（
弾
く
の
を
や
め
る
）
」

明
子
「
外
じ
ゃ
、
か
け
な
い
じ
ゃ
ん
」

未
咲
「
う
ん
」

明
子
「
だ
か
ら
さ
、
な
ん
で
か
け
て
ん
の
か
な
ぁ
っ

て
。
め
ず
ら
し
い
な
と
思
っ
て
。
な
に
か
あ
っ
た

の
か
な
、
っ
て
」

未
咲
、
ぽ
か
ん
と
口
を
開
け
て
、
し
ば
ら
く

黙
考
。
明
子
、
未
咲
か
ら
ギ
タ
ー
を
受
け
取

り
、
調
子
良
く
爪
弾
く
。

未
咲
「
…
…
猫
」

明
子
「
猫
？　

野
良
猫
？
」

未
咲
「
野
良
か
ど
う
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
。
た
ま
に

こ
の
ベ
ン
チ
で
寝
て
ん
の
」

明
子
「
猫
が
？
」

未
咲
「
猫
が
」

明
子
「
ホ
ン
ト
に
？
」

未
咲
「
ホ
ン
ト
に
。
教
室
か
ら
見
え
る
も
ん
」

明
子
「
…
…
」
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未
咲
「
猫
来
る
か
な
と
思
っ
て
、
待
っ
て
た
の
。
メ

ガ
ネ
か
け
て
。
だ
か
ら
」

明
子
、
に
や
に
や
笑
い
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。

ギ
タ
ー
を
し
ま
っ
て
、
ベ
ン
チ
を
立
つ
。

明
子
「
帰
ろ
。
コ
ー
ン
ス
ー
プ
お
ご
る
わ
」

と
、
歩
い
て
い
く
。

未
咲
、
合
点
が
い
か
ず
に
ベ
ン
チ
に
残
る
。

メ
ガ
ネ
を
外
し
、
明
子
を
追
う
。

（
お
し
ま
い
）
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